
SPECIAL GUEST SPEAKER 
 

戦争体験者講演会シリーズ	

	
 

花垣ルミさん講演会 
 

『核兵器は一瞬ではなく、その後の人生を苦しめる』 
~ “被爆者”として生きる私 ~ 
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『国際コミュニケーション論』公開講義	 （講師：ブライアン・コバート）	
 

【日時】 ５月１２日(木)	 ４限（午後 14:55～16:25）	

	

【場所】 同志社大学今出川校地新町学舎・臨光館２０１教室（Ｒ２０１）	

	

【主催】 社会学部メディア学科講師：ブライアン・コバート	
	
	

「次世代の人には語り部をやらせたくないから  
頑張っているのです。」  

	

	

 
 

 

花垣 ルミ（はながき るみ）さん 
５才で広島の爆心地から１・７キロの地で被爆。逃げる途中に

見た光景がショックで意識が失われ、当時の記憶をなくす。	

５８年後に記憶がよみがえり、よみがえった記憶にあった悲

惨な歴史をくり返してほしくないとの思いから、語り部を始

める。２０００年代にニューヨークで行われた NPT（核不拡
散条約）再検討会議に３度参加。現在も国内各地で講演などを

行っている。京都市内在住。	
	

Ms. Rumi HANAGAKI was a child of five living in Hiroshima when 
the world’s first atomic bomb was dropped on the city by the United 
States military on 6 August 1945, changing her life forever. She was 
1.7 kilometers from the hypocenter of the blast. Now at age 76, she 
remains active in Japan and overseas as a kataribe (public-speaking 
witness) in appealing for an end to war and nuclear weapons. Today, 
she brings her message and story to Doshisha University students. 
Come and listen to a viewpoint of war, as directly experienced by an 
atomic bomb survivor. 
 

事前申し込み不要・直接教室にお越しください。 


